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序

私
達
の

一
生
は
、
紳
か
ら
生
れ
て
紳
に
生
れ
入
る
此
の
二
つ
の
間
の
歴
程
を
指
す
の
で
あ
る
。
,こ
は
「
紳
に
就
い
て
」
の
著
者
の
言
で
あ
る
。

私
は
生
命
の
矛
盾
に
泣
い
た
。
此
の
地
上
に
、
生
命
の
喜
び
に
接
す
る
事
の
餓
り
に
日
暮
れ
て
道
の
遽
い
の
に
悲
し
み
悶
え
た
。
私
は
天
國

を
夢
み
た
。
神
(眞
理
)
の
世
界
を
憧
憬
れ
た
。
慈
悲
深
い
神
の
み
胸
に
抱
か
れ
て
、
安
ら
か
な
眠
り
を
欲
し
願
ふ
た
。
私
の
心
の
紳
の
世
界

へ

の
辿
り
し
歩
み
は
斯
う
で
あ
る
。
今
讐
喩
的
に
説
明
せ
ば
、
京
都
を
煩
幡
の
焔
焼
え
盛
る
阿
鼻
叫
喚
の
聲
か
ま
び
す
し
い
火
宅
の
現
實
世
界
ε

假
定
し
、江
戸
を
四
時
鳥
歌
ひ
花
険
く
天
國
、紳
の
都
と
假
定
す
る
。
私
は
京
都
を
逃
れ
出
て
ど
ん
な
に
江
戸
の
地
を
懸
ひ
慕

ふ
た
事
で
せ
う
?

其
の
天
國
な
る
江
戸
に
蓬
す
る
に
は
鴨
東
海
道
、
中
仙
道
、
北
陸
道
の
諸
道
が
あ
る
。
私
は
基
教
を
覗
い
た
。
浄
土
教
を
問
ふ
た
。
暉
宗
を

弄
ん
だ
。
信
念
の
不
及
に
依
つ
て
か
、
私
は
江
戸
に
達
し
得
な
い
は
が
ゆ
さ
を
思
ひ
悶
ね
た
。
己
に
達
せ
る
組
師
先
哲
の
、
天
國
か
ら
下
界
の

火
宅
に
求
道
の
火
に
焼
え
て
居
る
私
達
を
眺
め
て
、
慈
救
の
手
を
垂
れ
ん
,こ
せ
ら
れ
た
の
に
拘
は
ら
す
、
徒
づ
ら

に
雲
上
の
事
の
み
を
説
か
れ

る
に
失
望
さ
せ
ら
れ
た
。
私
蓬
が
下
界
よ
り
天
國
を
仰
ぎ
望
ん
で
、
さ
ん
な
に
あ
せ
つ
た
事
で
せ
う
?
、
紳
の
都
の
み
に
心
を
奪
は
れ
て
脚
下

の
照
顧
を
怠
る
時
、
石
に
蹟
つ
い
た
り
千
籾
の
谷
に
落
ち
た
り
し
て
、
遽

に
喪
身
失
命
の
悲
し
い
蓮
命
に
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
。
隔
ら
す
・こ
も

道
中
に
先
哲
の
足
跡
浦
失
し
て
,

一
本
の
道
標
も
見
當
ら
す
、
丈
な
す
雑
草
藷
々
唱こ
し
た
噴
野
に
、
其
の
前
途
の
黒
闇
々
な
の
に
魂
魂
抜
け
氣
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力
蓋
き
て
、
租
師
先
哲
の
鯨
り
の
超
然
主
義
な
の
に
泣
か
さ
れ
た
。
私
は
怨
み
さ

へ
し
た
。
途
方
に
暮
れ
て
涙
の
淵
に
流
浪
ふ
小
羊
の
悲
し
さ

を
味
つ
た
。

然
る
に
私
は
、
其
の
黒
闇
々
裏
に
、
自
己
の
内
面
に
閃
く
小
さ
な

一
つ
の
火
花
を
見
出
し
た
。
其
の
火
花
の
光
に
よ
つ
て
、
私
の
進
む
可
き

道
の
箔
然
-こ
照
し
出
さ
れ
た
の
に
喜
悦
し
、
脚
下
に
細
心
の
注
意
と
努
力
を
彿
ひ
な
が
ら
天
上
を
望
ん
で
徐
々
に
進
ん
で
行
つ
た
。
其
の
結
果

逡
に
憩
の
都
な
る
江
戸
に
達
し
得
て
佛
、こ
手
を
取
り
、
租
師
ε
共
に
相
語
る
事
の
出
來
た
や
う
な
氣
が
し
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

私
は
知
つ
た
。
今
迄
煩
悩
の
火
宅
-こ
思
つ
て
居
た
京
都
の
地
が
、
有
る
が
儘
江
戸
ミ
同
じ
く
神
の
都
で
あ
る
専
を
。
京
都
に
居
な
が
ら
江
戸

に
遊
び
得
る
事
を
。
地
上
即
天
國
、
白
隠
の
當
塵
即
蓮
華
國
な
る
事
を
確
信
す
る
や
う
に
な
つ
た
。
道
は
遠
き
に
非
す
汝
の
心
の
中
に
あ
り
寸
》

の
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
も
懐
し
く
感
ぜ
ら
れ
た
o

私
蓬

一
生
は
、
神
か
ら
生
れ
て
紳
の
都
に
生
れ
入
る
間
で
あ
る
事
を
知
つ
た
。
同
時
に
私
達
の
生
命
は
永
遠
に
神
ε
共
な
る
べ
き
事
を
も
知

つ
た
。
私
は
此
の
法
悦
の
中
に
、
紳
の
み
胸
に
抱
か
れ
て
、
輝
に
封
し
て
辿
り
し
心
の
跡
を
墨
付
け
て
見
た
い
ε
思
ふ
の
で
あ
る
。

二
、

繹

よ

り

見

た

る

本

禮

宇
宙
に
は
宇
宙
の
本
艦
(實
饅
)
な
る
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
も
そ
は
唯

}
絶
謝
の
眞
實
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
元
來
宇
宙
の

實
艦
は
科
學
的
に
は
眞
理
-こ
構
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
、
宗
教
的
に
は
如
何
に
稻
せ
ら
れ
て
居
る
か
と
見
る
に
、
華
嚴
経
に
は

一
心
、
圓
豊
経
に
は

圓
箆
、浬
葉
経
に
は
佛
性
、唯
識
論
に
は
眞
如
、
起
心
論
に
は
衆
生
心
等
く)説
か
れ
て
あ
る
。
然
る
に
我
繹
家
に
は
、
所
依
の
経
典
な
る
も
の
な

し
。
從
つ
て
固
定
せ
ら
れ
九
名
構
も
こ
れ
亦
な
い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
往
古
來
今
組
師
先
聖
の
ロ
唱
せ
ら
れ
た
所
を
見
る
に
、
上
述
の
各
経
の

名
構
を
用
ゆ
る
の
外
、
輝
濁
特
に
は
本
來
の
面
目
、
妙
心
、
繋
智
不
昧
の

一
心
、
佛
心
、
言
妄
慮
縄
不
可
言
の
法
罷

、
六
租
の
自
性
本
來
清
浄
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又
は
無

一物
の
當
膣
、
盤

田
の
向
上

一
路
千
聖
不
傳
、
或
は
大
殊
の
無
佳
心
等
で
,
不
思
悪
不
思
善
の
妙
法
で
、
「
細
入
二
無
間
一大
絶
二方
所
こ

(
寳
鏡
三
昧
)
も
の
で
あ
る
。

一
心
の
塞
王
を
観
す
る
に
玄
妙
に
し
て
測
り
難
し
、
無
形
無
相
に
し
て
大
神
力
有
り
、
能
く
千
災
を
滅
し
萬
徳
を

成
就
す
、
鵠
性
室
な
り
Σ
難
も
能
く
法
則
を
施
す
.
大
法
の
將
た
り
。
」
(善
慧
大
士
)

此
く
の
如
く
其
の
名
構
敷
ふ
可
く
も
非
す
し
て
、
右
の
如
く
多
面
多
様
に
樗
破
せ
ら
れ
て
る
を
以
て
、
宇
宙
の
本
盟
の
何
物
で
あ
る
か
は
大

略
想
像
の
つ
く
事
で
あ
る
、こ
思
ふ
。

本
艦
は
唯

一
絶
封
の
實
在
で
あ
つ
て
(静
的
存
在
者
で
は
な
い
)能
動
的
活
力
を
有
し
、
活
濃
々
地
に

一
切
萬
象
を
創
造
す
る
力

(
太
古
猫
太

教
,に
於
け
る
創
造
圭
紳
ε
は
其
の
意
を
異
に
す
)
を
有
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
否
活
力
自
艦
で
あ
る
。
而
も
本
艦
は
本
來
無
相
に
し
て
、
手

に
欄
れ
眼
に
見
る
能

は
ざ
る
も
、
至
ら
ざ
る
所
ε
て
は
な
く
、
所
謂

一
帥

一
切
、

一
切
即

一
で
あ
る
。
唯

一
絶
勤
な
る
故

一
切
の
言
語
文
字
を

離

為
て
、
吾
人
の
智
解
の
違
く
及
ぶ
所
の
も
の
で
な
い
。
心
か
ら
心
に
の
み
流
れ
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
τ
論
理
の
世
界
外
に
兀
然
た
る

も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
論
理
は
、
吾
人
理
性
の
終
局
で
あ
り
、
言
語
文
字
は
相
封
的
の
も
の
で
あ
る
か
ら
。

宗
教
的
本
禮
は
理
性
を
超
越
し
、
論
理
を
こ
そ
可
能
な
ら
し
む
る
も
、
理
性
の
よ
く
封
象
物
と
は
な
ら
な
い
盧
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
維

封
相
封
の
二
面
を
離
れ
た
眞
の
唯

一
絶
封
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

我
從
二
得
道
一來
、
不
・論
二
一字

一汝
亦
不
レ聞
(大
般
若
経
。
)
文
珠
師
利
歎
日
善
哉
々
々
乃
至
無
レ有
二
文
字
語
言

一、
是
箕
入
二
不
二
法
門
一。

(維
摩
経
不
二
法
門
甜
)

故
に
宗
教
的
本
禮
は
言
語
文
字
の
差
別
相
か
ら
、
或
は
論
理
の
世
界
か
ら
離
れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
容
易
に
首
肯
し
得
る
事
、こ
思
ふ
。
さ
れ

ば
言
妄
慮
縄
不
可
言
の
法
艦
ε
も
、
不
思
悪
不
思
善
の
妙
法
ε
も
、
或
は
不
可
思
議
不
可
稻
量
無
邊
の
功
徳
(金
剛
経
)
等
ε
云
は
カ
る
所
以
で
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あ
る
。

一
休
輝
師
は
、
形
な
歯
故
に
郎
ち
こ
れ
を
佛
鴨こ
は
云
ふ
な
り
。
佛
心
¶こ
も
、
心
佛
ε
も
、
法
心
と
も
、
佛
組
S
も
、
紳
ε
も
、
も
ろ
も

ろ
の
名
は
皆
是
こ
な
た
よ
り
名
つ
く
る
な
り
S
這
般
の
消
息
を
詮
表
し
て
居
ら
れ
る
。

三
、

本

禮

置

吾

人

ご

の

關

係

關
係
ε
は
二
者
、
或
は
そ
れ
以
上
の
も
の

』
相
互
の
交
渉
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
關
係
の
裏
に
は
己
に
相
封
的
な
る
事
が
豫
想
さ
れ

て
居
る
も
の
で
あ
る
。

本
盟
.こ
吾
人
換
言
せ
ば
實
在
ε
現
象
、
更
に
佛
(
紳
Y
こ
衆
生
こ
の
交
渉
關
係
は
如
何
ミ
見
る
に
「
即
」
の

一
宇
を
以
て
説
明
し
得
と
思
ふ
。
本

艦
と
吾
人
,こ
云

へ
ば
、
二
者
そ
の
名
を
異
に
す
れ
さ
實
は
然
ら
す
し
て
,
爾
者
は
密
接
な
る
關
係
を
有
し
不
即
不
離

で
あ
る
。
同

一
燈
の
二
面

で
あ
る
。
卸
心
郎
佛
、
即
佛
即
心
で
あ
る
。
さ
れ
ば
浬
葉
経
に
は

一
切
衆
生
悉
有
佛
性
、
如
來
常
住
無
レ有
二憂
易
一。
華
嚴
経
に
は
三
界
唯

一
心

心
外
無
二別
法
一、
心
佛
及
衆
生
、
是
三
無
二差
別
馴,し
あ
る
。
佛
も
衆
生
も
共
に
唯

}
心
(維
射
的

一
心
)
の
別
名
に
し
て
、
其
の
間
無
差
別
な
る

事
を
謹
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
六
租
大
師
は
人
錐
レ有
二南
北
一佛
性
本
無
二南
北
一猫
猿
身
與
二和
倫
一不
ひ
同
佛
性
有
二何
差
別
一ミ
五
組
忍
和
爾
に

自
己
の
心
朕
を
吐
露
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
臨
濟
暉
師
は
赤
肉
團
上
有
一一
一
無
位
眞
人
一云
々
と
か
、
或
は
汝

一
念
心
上
清
浄
光
是
汝
屋
裏

法
身
佛
と
も
獅
子
吼
せ
ら
れ
て
居
る
。
實
朝
の
言
葉
を
借
り
て
云

へ
ば
、
「
紳
,こ
い
ひ
佛
-こ
い
ふ
も
世
の
中
の
、
人
の
心
の
外
の
も
の
か
は
」
で

あ
る
。
更
に
西
哲
の
ロ
吻
を
模
す
れ
ば
、
ボ
ー

ロ
は

「汝
の
身
は
そ
の
内
に
あ
る
紳
よ
り
受
け
た
る
聖
鑛
の
宮
に
し
て
.
汝
等
は
己
の
も
の
に

非
ざ
る
事
を
知
ら
ぬ
か
」
ε
紳
人
別
膿
論
に
沈
む
者
に
痛
捧
を
與

へ
て
居
る
。
フ
ェ
ヒ
ネ
ル
は

「
吾
等
の
生
活
も
感
情
も
思
想
も
皆
帥
の
も
の

な
り
。
吾
等
は
神
の
中
に
於
て
生
き
、
働
き
、
叉
存
す
る
な
り
」
ε
頗
る
他
力
的
見
方
な
れ
母
、
紳
人
の
關
係
を
遺
憾
な
く
顯
表
し
居
る
も
の

ミ
し
て
、
他
山
の
石
と
し
て
見
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
。
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以
上
経
典
及
先
哲
の
言
を
引
謹
し
來
た
け
れ
さ
も
、
要
は
本
雌
即
吾
人
、
實
在
即
現
象
、
佛
(
押
)
即
衆
生
な
る
事
の
家
教
の
究
極
で
あ
る
事

を
知
解
せ
ぱ
可
で
あ
る
。
吾
人
の
眞
理

へ
の
族
路
は
此
の
究
極
の
境
を
艦
得
す
る
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

實
在
の
外
に
現
象
な
く
、
現
象
の
外
に
實
在
な
く
、
佛
の
外
に
衆
生
な
く
衆
生
の
外
に
佛
な
し
。
二
者
不
即
不
離

の
關
係
で
あ

つ
て
、
「
師
」

の
字
を
離
れ
て
理
解
す
る
事
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
白
隠
縄
師
の

「
衆
生
本
來
佛
な
り
水
,こ
氷
の
如
く
に
て
.
水
を
離
れ
て
氷
な
く
衆
生
の

外
に
佛
な
し
…
…
…
當
所
即
ち
蓮
華
國
此
の
身
師
ち
佛
な
り
」
・こ
如
實
に
罷
謹
し
得
て
こ
そ
、
眞
の
宗
教
的
生
命
に
生
き
得
る
の
で
あ
る
。

く
も
り
な
き

一
つ
の
月
を
持
ち
な
が
ら

浮
世
の
や
み
に
ま
が
ひ
ぬ
る
か
な

(
一
休
榔
師
)

佛
法
を
神
や
佛
に
わ
か
ち
な
ば

ま
こ
と
の
道
に
い
か
"
入
る
べ
き

(同

)

づ
刈Φ
げ5
0毛
(平O
創
①鍔
ロく

一h
毛
〇
二〇
ロO酔
OO昌。。霞
㌶
口
O包
.源〇一くヨ

けO
山
①臨
コ
㊦
=
冒当
鱒-

鞠
蓼く
ゴ
O暮
・

四
、

繹

宗

安

心

の

要

諦

灘
宗
安
心
-こ
は
輝
宗
に
於
け
る
修
業
の
過
程
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
所
の
心
的
状
態
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
廣
義
に
は
宗
教
的
安
心
な
る

も
、
今
輝
を
立
脚
ε
し
て
論
す
る
以
上
暉
の
規
範
に
依
る
事
や
明
白
な
事
實
で
あ
る
。
而
し
て
安
心
は
果
徳
で
あ
つ
て
悟
境
な
れ
ば
、
そ
れ
自

身
非
論
明
的
の
境
界
で
あ
つ
て
、
言
語
文
字
の
よ
く
爲
描
し
得
る
所
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
禮
の
安
心
を
論
す
る
は
、
縄
的
修
業
の
過
程
規
範
を

論
す
る
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

古
來
輝
宗
に
於
け
る
唯

一
の
玉
手
箱
は
、
坐
郡
の

一
事
實
で
あ
る
。
さ
れ
ば
坐
繹
の
内
外
雨
面
的
意
義
を
論
明
す
れ
ば
足
る
と
思
ふ
。
今
順
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序
,こ
し
て
先
づ
内
面
的
瞥
見
を
試
み
ん
ε
す
。

我
輝
は
教
外
別
傳
不
立
文
字
直
指
人
心
見
性
成
佛
の
鮮
旗
幟
を
樹
立
し
て
、
他
の
宗
風
に

}
異
彩
を
放
つ
て
居

る
の
で
あ
る
。
故
に
要
は
人

心
を
直
指
し
て
、
見
性
成
佛
す
る
事
で
あ
る
。

一
言
に
し
て
云

へ
ば
見
性
で
あ
る
。
從
つ
て
見
牲
が
輝
の
安
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
見
性

と
は
自
己
の
本
性
を
正
視
す
る
事
で
あ
る
。
佛
の
性
中
に
自
己
を
見
出
す
事
で
あ
る
。
佛
ε
自
己
と
の

一
相
な
る
事
を
如
實
に
罷
感
す
る
事
で

あ
る
。
分
裂
意
識
の
絶
封
的
統

一
で
あ
る
。
坐
繹
観
念
を
凝
ら
す
は
此
の
見
性
底
に
達
せ
ん
,こ
す
る
、
或
は
宇
宙
的
生
命
に
交
ら
ん
と
す
る

一

種
の
過
程
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
實
に
見
性
底
は
繹
尊
の
菩
提
樹
下
に
於
け
る
正
覧
解
脱
の
妙
境
な
れ
ば
、
其
の
眞
實
を
顯
表
し
得
る
言

語
文
字
は
有
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
歎
外
別
徳
珈

傳
不
立
文
字
と
出
張
す
る
所
以
で
あ
る
。
さ
れ
さ
文
字
を
離
れ
て
解
脱
を
説
く
の
で
は

な
い
。

…
…
…
然
不
立
文
字
失
レ意
者
多
、
往
々
謂
屏
二去
文
字
一以
二織
坐
一爲
レ繹
。
斯
實
吾
門
之
唖
羊
爾
。
且
萬
法
紛
然
、
何
只
文
字
不
レ
立
者
哉

…
…
…
。
(碧
巖
不
二
紗
)

佛
の
悟
境
は
非
思
量
、
非
論
明
的
不
可
思
議
の
も
の
な
れ
ば
、
文
字
以
上
に
超
然
S
し
て
冷
暖
自
知
す
る
の
外
理
解
の
遁
は
な
い
の
で
あ
る

寝

故
に
文
字
を
指
月
の
指
S
見
て
、
そ
れ
に
拘
泥
せ
ん
事
を
誠
め
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

見
性
底
郎
ち
佛
の
境
地
.こ
は
、
人
心
を
直
視
し
て
個
々
圓
具
の
佛
心
を
見
極
め
た
境
を
指
す
の
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
自
己
の
小
な
る
心
ミ
宇

宙
の
大
な
る
心
性
-こ
冥
合
し
、
小
我
の
大
我
に
浸
入
し
て
樗
す
可
く
、
名
つ
く
べ
き
な
き
の
天
上
天
下
唯
我
猫
尊

の
自
覧
境
で
あ
る
。
六
租
の

本
來
無

一
物
の
當
艦
に
し
て
、
孤
明
歴

々
赤
々
洒
々
、こ
し
て
三
世
十
方
に
通
貫
し
居
る
も
の
で
、
張
い
て
名
づ
け
て
清
浮
心
と
か
至
善
と
か
云

ふ
の
で
あ
る
。
金
剛
縄
に
は
無
佐
心
と
も
設
か
れ
て
あ
る
。
要
す
る
に
寂
然
不
動
如
々
の

一
大
玄
境
で
あ
つ
て
、
少
く
ε
も
難
的
衝
動
の
起
る



りoo一

者
は
、
何
人
ε
錐
も
此
の
境
地
に
到
達
せ
ん
事
を
要
求
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。
斯
か
る
要
求
を
こ
そ
宗
教
的
要
求
ぐ}
、
私
は
穏
し
た
い
の

で
あ
る
。
「
眞
の
宗
教
的
覧
悟
は
、思
惟
に
基
け
る
抽
象
的
智
識
で
も
な
い
。
知
識
や
意
志
の
根
底
に
横
は
る
深
遠
な
る
統

一
を
自
得
す
る
の
で

あ
る
。
帥
ち

一
種
の
知
的
直
観
で
あ
る
ぐ
深
き
生
命
の
捕
捉
で
あ
る
。
故
に
如
何
な
る
論
理
の
刃
も
之
に
向
ふ
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
」(善

の
研
究
)

今
繹
の
安
心
-こ
は
、
言
葉
を
攣

へ
て
云

へ
ば
無
佳
心
に
住
す
る
事
で
あ
る
と
も
云
ひ
得
る
。
何
と
な
れ
ば
見
性
底
は
、
無
心
の
境
で
無
住
心

に
住
す
る
事
・こ
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
無
住
心
に
住
す
る
事
は
、
ノ
ヴ
ァ
リ
ス
ク
の
至
る
所
に
我
が
家
を
求
め
た
い
衝
動
で
あ
る
。
元
來

縄
宗
に
於
て
は
、
前
述
の
如
く
直
指
人
心
を
重
用
親
し
て
、
不
立
文
字
、こ
て
論
理
的
論
明
を
輕
規
せ
し
は
、
實
践
的
方
面
を
重
ぜ
し
結
果
、
機

に
鯛
れ
折
に
臨
ん
で
殺
活
自
准
の
妙
藥
を
投
與
せ
ん
く」せ
し
爲
で
あ
る
。

次
に
外
面
的
意
義
を
考
察
せ
ん
ーこ
す
。
外
面
的
意
義
と
は
、
如
何
に
し
て
見
性
す
べ
き
か
,
如
何
に
し
て
無
住
心
に
佳
す
べ
き
か
ε
の
過
程

手
段
の
読
明
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
其
の
過
程
に
於
て
は
、
前
述
の
坐
暉
観
念
に
依
つ
て
、
心
を
清
浮
に
す

る

一
事
で
あ
る
。
古
來
暉
門

に
於
て
は
、
見
性

へ
の
關
門
を
無
字
と
な
す
。
無
字
の
隔
門
を
透
徹
せ
ざ
れ
ば
繹
の
安
心
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

阻
師
關
只

一
箇
無
字
、
乃
宗
門

一
關
也
。
(
無
門
關
)

故

に
外
面
的
意
義
は
、
此
の
無
字
の
公
案
道
上
に
於
て
、

一
切
分
別
取
捨
の
妄
相
を
断
滅
し
、
無
心
々
々
大
無
心
、
徹
底
無
心
大
無
心
-こ
否

定
道
を
突
進
し
て
、
本
來
圓
具
の
清
浄
な
る
自
己
を
正
視
す
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。
唯
心
の
彌
陀
,
己
心
の
浄
土
の
艦
現
に
あ
る
の
で
あ
る
。

否
定
滋
は
佛
教
の
通
唱
す
る
所
な
れ
ど
、
よ
り
肯
定

へ
の
段
階
の
意
味
で
あ
る
。
眞
の
肯
定
は
、
否
定
を
脛
由
す
る
事
な
く
し
て
は
現
は
れ
て

來
な
い
。
否
定
と
は
大
死
の
境
で
あ
る
。
大
死
は
大
活

へ
の
唯

一
の
關
門
で
あ
る
。
強
く
生
き
ん
・こ
す
る
者
は
、
強
く
死
の
關
門
を
通
ら
な
け



れ

ば

な

ら
な

い
。

大

死

-こ
は
自

己

を
凝

視

し
、

自

己

に
透

徹

し

、
自

己

を
超

越

す

る
事

で
あ

る
。

佛

海

に

自
己

を

投
殺

し

て
、
其

慮

よ

り
最

も

意

義

あ

る
眞

實

な

る
自

己

の
、

佛

の
姿

に
於

て
顯

出

せ

ん

、こ
す

る
漕

勢

の
妙

力

を
得

る
事

で
あ

る
。

故

に
普

通

に

云

ふ
肯
定

に
封

す

る
否
定

,こ

は

、
大

い
に
其

の

趣

を
異

に
す

る
も

の

で
あ

る
。

永
遠

の

否
定

は
、
永

遠

の
肯

定

に
入

る
門

な
り

ーこ
は

カ
ー

ラ
ィ

ル
の
言

で
あ

る
。

小

さ

な
自

叫ロ
を
否

定

し
藩

し

て

、

ア
ー

ト

で
ン
に
浸

入
し

融

合

一
致

す

る
時

、
同

時

に
大

な

る
自

己

、
自

律

的

大
我

の
自

ら
顯

現

す

る
事

の

必
然

的

な

る

事

を
知

る
の
で

あ

る
。

私

の
…脳
裏

を

常

に
虫

ら
な

い
も

の

は
、

ボ
ー

ロ
の
言

へ
る
次

の

一
句

で
あ

る
。

ノ
<
o

一〇
〇
片

昌
9

暮

菖
5

菖
首
碗
。D
φ
、ゴ
一◎プ

触ζ
,o
。・o
§

矯
ご
喜

暮

菖
6

臨
島
一函
ω
籠
①
ロ
o
d
ω
①Φ
冨
・

自

己

.こ
云

ふ
小
さ

き

身
を

ば

捨

て

㌧
見

よ

三

千

世
界

は
わ

が
身

な

り

け

り
。

願

レ聞

二
先

聖

教

一者

各

令
二
浮

心

一、

聞

了

各
自

除

レ
疑

如
二
先

聖

一無

レ
別

。

自

性
本

清

浮

但
用

二
此

心

一直

了
成

佛

、
論

二
見
性

「
不

・論

r
郡

定

解

謄
腸
一・:
:
:
:
(
六
湘
脳壇

経

行
由

口
m
)

論

見

牲

云

々

は
、
縄

定
解

脱

は
見

性

す

る
事

に

依

つ
て

、
自

ら
附

随

し

て
覗

は
れ

る
果
徳

で
あ

る

か

ら

で
あ

る
。

大

燈
國

師

は
、
ロ
バ須

国↑

二

畔

中

向

二
無
理
會

慮

一究

來

究

去
上
、
光

陰
如

レ
箭

謹

莫
二
雑

用

心

一、

・こ
霊

誠

せ

ら
れ

て
居

る
。

ア

ル

ベ
ル
ト

は
、
紳

に
登

る

.、}は

自

己

に
入

る
の

謂

で
あ

る
。

何

さ
な

れ
ば

自

己

に

入

る
者

は
自

己

に
徹

し
、

自

己
を

超

え
、
直

ち

に

紳

に
登

る
か
ら

で
あ

る

接
説

く
。

ヱ
ツ

ク

ハ
ル
ト

は
、

汝

が

紳

に

心
を
開

く

の

,こ
、
神

が

汝

に

入

る

ーこ
は
同

時

で

あ

る

・こ
云

ふ

て
居

る
。

紳

に

心
を

開

く

・こ
は
、
自

我

を
浸

し

て
無

心

の
境

に
入

ろ
歌

態

で

、

憩
が

同

時

に

入

る

,こ
は

、
自

己
が

直

ち

に

紳

ε
な

り

佛

と
な

る
專
を

意
味

す

る

の
で

あ

つ

て
、
韓

家

に
於

け

る
見

性

を
以

つ
て
成

佛

な

と

す

の

ーこ
髪

髭

π
る
も

の

で
あ

る
。
聖

フ
ー

ゴ

ー

は
、

紳

に
登

る
道

は
自

己

に
腸

る
道

で

あ

る

ーこ
唱

へ
て
居

る
。

直

に
自

己

に
死

ぬ
者

は
紳

に
生



,雛

き
る
者
で
あ
る
。
眞
に
紳
に
生
き
得
る
者
は
、
眞
實
な
る
自
己
に
生
き
得
る
も
の
で
あ
る
。
坐
暉
観
念
の
否
定
殖
を
辿
る
も
、
自
己
に
死
し
て

佛
に
生
れ
る
事
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
大
活
は
大
死
の
下
に
の
み
そ
の
妙
用
を
襲
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
死
ぬ
事
と
生
き
る
事
ε
は
、
同

時
で
而
も
同
意
議
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
S
な
れ
ば
吾
人
は
自
性
本
來
清
浮
佛
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
虜
に
思
ひ
起
す
は
サ
ン
タ
ヤ
ー

ナ
の
言
葉
で
あ
る
。

日
げ
①目①
溢
曽旨
箇ぴのO一詔
け①
一幽O夢一
一昌
芝
げ
一号

巴
一
〇けげ
①円
一畠
①巴
一〇〇ロΦ
けゲ
Φヨ
ω巴
く
Φψ●

心
浄
き
に
從
つ
て
其
の
國
土
浮
し
…
…
…
(維
摩
経
)

心
を
清
ふ
し
τ
志
を
守
ら
ば
至
蓮
を
會
す
べ
し
(
四
十
二
章
経
)

心
清
け
れ
ば
紳
を
見
る
(
マ
タ
イ
傳
五
ノ
八
)

何
れ
の
宗
敏
も
紳
を
見
、
佛
を
見
る
に
は
、
心
を
清
浮
に
な
す
即
ち
臨
濟
の
人
境
爾
具
奪
境
を
最
も
肝
要
事

・こ
な
す
の
で
あ
る
。
我
國
の
紳

教

に
於
て
も
、
祓
い
給

へ
清
め
給

へ
・こ
唱
ふ
る
で
は
な
い
か
。
眞
に
紳
を
見
佛
を
見
る
と
は
、
自
己
が
紳
・、二

致
し
佛
・こ
融
合
し
て
、
帥
佛
が

自
己
で
あ
り
、
自
己
が
紳
佛
で
あ
る
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
自
己
の
絶
封
化
で
あ
る
。
自
己
の
統

一
で
あ
る
。
繹
尊
成
道
の
時
、
奇
哉

一

切
衆
生
具
二有
如
來
智
慧
徳
相
一、
-こ
喝
破
せ
ら
れ
た
の
は
、
這
般
の
浦
息
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
か
。

斯
く
の
如
く
見
性
成
佛
は
、
否
定
道
を
辿
り
つ
Σ
心
を
清
め
て

一
念
不
生
に
至

つ
九
時
、
自
己
木
具
の
清
浄
心
忽
ち
現
前
し
、
佛
凡
の
隔
な

・き
混
沌

π
る
末
分
の

一
者
所
謂
老
子
の
悦
惚
の
境
に
入
つ
て
、
佛

,こ
面
し
、
神
,こ
握
手
し
始
め
て
心
佛
及
衆
生
是
三
無
差
別
の
卒
等
の
哲
理
も

?

解
せ
ら
れ
、
浬
禦
の
妙
海
に
般
若
の
舟
に
悼
さ
す
事
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
坐
暉
の
意
義
を
乍
不
及
内
外
雨
面
よ
り
簡
軍
に
考
察
を
試
み
た
・こ
思
ふ
け
れ
,こ
も
、
輩
に
斯
か
る
寂
静
浬
葉
の
海
に
入
つ
て
、
佛
・こ
語



舗

り
神
ε
握
手
す
る
事
の
み
を
以
つ
て
最
終
の
目
的
と
せ
ば
、
そ
は
小
乗
的
で
あ
つ
て
大
乗
教
徒
の
満
足
し
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。
水
は
池
に
溜

止
す
る
事
の
み
を
知
つ
て
,
流
れ
出
つ
る
事
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
水
・こ
し
て
の
活
用
は
現
は
れ
な
い
の
で
あ
る
。
元
來
水
は
能
動
的
な
も
の
で
池

に
温
れ
縁
に
從

つ
て
、
流
れ
出
つ
る
所
に
始
め
て
田
を
潤
ふ
し
舟
を
走
ら
せ
車
を
廻
す
の
で
あ
る
。
黄
慮
に
水
-こ
し
て
の
本
性
は
遺
憾
な
く
嚢

揮
せ
ら
れ
、
水
の
水
た
る
償
値
が
生
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
・こ
同
様
に
見
性
し
て
唯
箪
に
浬
契
の
海
に
止
ま
る
の
み
で
は
、
自
利
的
盤
聞
縁
覧

の
二
乗
で
あ
つ
て
、
何
等
の
能
動
的
活
作
用
を
な
し
得
す
、
却

つ
て
生
命
を
し
て
萎
縮
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
浬
繋
の
海
に
於
て
佛
と
合
し

紳
・こ
交
り
、
大
宇
宙
の
大
心
性
・こ
瞑
合
し
て
、
恰
も
水
の
方
圓
の
器
に
随

つ
て
能
く
其
の
形
を
成
し
て
而
も
其
の
本
性
を
失
は
ざ
る
が
如
く
、

無
碍
自
在
に
働
く
所
に
自
利
々
他
の
菩
薩
の
大
行
か
完
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
自
己
の
眼
前
に
展
開
せ
ら
れ
て
居
る

一
切
を
藤
化
す
る
事
が

出
來
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
大
乗
・こ
樗
せ
ら
れ
る
所
以
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
老
子
の
所
謂
無
爲
而
無
不
爲
の
境
で
あ
る
。
さ
れ
ば
金
剛
純
に

は
、
慮
三無
レ所
レ住
而
生
二其
心
一ε
あ
る
。
無
佳
心
に
住
し
て
爲
す

一
作

一
行
、
帥
ち
吾
人
日
常
の
行
住
坐
臥
、
蓮
水
搬
柴
、
喫
茶
喫
飯
は
、そ

の
儘
佛
作
佛
行
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
臨
濟
繹
師
は
、
爲
レ主
二随
盧
[立
所
皆
眞
な
り
と
喝
破
し
て
居
ら
れ
る
。
大
活
の
妙
用
は
、韓
慮
實
に

能
く
幽
な
り
・こ
讃
嘆
す
る
の
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
大
活
の
備
に
は
喪
身
失
命
を
敢

へ
て
辮
せ
ざ
る
底
の
大
勇
猛
心
を
起
し
て
、
否
定
道
の
険

難
を
突
破
し
、
見
性
の
悟
境
に
泥
び
出
で
⊃
,

一
切
の
萬
象
皆
佛
性
の
顯
現
な
れ
ば
、
路
上
の
土
塊
、
道
端
の
無
名
草
,、〕難
も
捨
つ
べ
き
も
の

な
く
、
現
象
そ
の
儘
如
來
の
妙
な
る
み
姿
で
あ
る
事
を
如
實
に
盟
得
す
る
ε
同
時
に
、
自
己
も
亦
如
來
の

一
化
現
、
帥
ち
本
來
清
洋
佛
で
あ
る

S
の
大
信
念
を
感
得
し
て
、
自
由
と
猫
立
の
妙
境
に
活
作
自
在
に
生
き
得
る
慮
に
輝
の
安
心
は
あ
る
の
で
あ
る
。

ピ
馬
o
冨
目
①器
自
Φ臼
げ望
自
δ

島Φ娼
けプ
ロ
9

けず
0
5
ロ
碧

Oh
望
Φ節屋
・:
:
:
・:
局
曽昏
Φ円
閑
嘱
留
・

五

、

後

序
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繹
宗
安
心
の
要
諦
は
、
不
完
全
な
が
ら
前
節
迄
に
於
て
も
の
し
た
事
と
思
ふ
。
さ
れ
ば
結
論
ε
し
て
別
に
論
す
べ
き
事
な
し
。
故
に
今
は
唯

先
賢
の
轍
を
踏
ん
で
、
後
序
と
し
て

一
言
せ
ん
S
す
る
の
で
あ
る
。

元
來
輝
に
關
す
る
奥
義
は
、
不
立
文
字
S
て
能
く
筆
紙
の
爲
描
し
得
る
所
に
非
ざ
る
事
は
、
己
に
論
じ
た
の
で
あ

る
。
さ
れ
さ
第
二
第
三
義

門
に
下
つ
て
、
猶
字
象
に
現
は
す
事
の
無
橿
値
で
な
い
事
は
是
亦
明
か
な
事
實
だ
と
思
ふ
。
淺
薄
な
る
思
想
ε
、
劣
悪
な
ろ
頭
麟
を
も
顧
み
す

眞
理
の
都
を
指
し
て
行
く
巡
禮
者
が
日
頃
の
思
索
の
微

々
た
る
、
有
る
か
無
き
か
の
跡
を
染
め
た
迄
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
誰
の
需
葉
で
あ

つ
た
か
、
今
時
の
學
者

一
切
聞
法
修
業
の
志
薄
き
は
、
實
に
末
世
の
澆
蓮
甚
だ
淺
ま
し
き
事
ぞ
。
法

を
求
め
る
爲
に
は
、
喪
身
失
命
を
敢
て
辞

せ
ざ
る
底
の
人
の
少
く
な
り
し
を
遺
憾
.こ
な
す
¶こ
あ
る
を
記
憶
に
止
め
て
居
る
。
實
に
後
世
の
求
道
者
に
封
す
る
慈
母
の
箴
言
で
は
な
い
か
。

生
死
事
大
光
陰
惜
し
む
べ
し
,
無
常
迅
速
時
人
を
待
た
す
、
眞
理
の
殿
堂
の
扉
を
開
か
ん
、こ
す
る
者
、
龍
宮
の
法
冠
を
得
ん
ーこ
す
る
者
は
、

光
陰
室
し
く
過
す
事
な
く
、
志
の
未
だ
達
せ
す
ん
ば
死
す
ーこ
も
群
せ
ざ
る
底
の
大
勇
猛
心
.
大
精
進
心
を
起
し
て
、
大
象
の
河
を
渡
る
が
如
く

噌
歩

一
歩
確
か
な
歩
み
を
以
つ
て
巡
禮
の
族
路
を
績
け
ん
・こ
念
願
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。


